
 
 
有明海及び八代海に係る大学等による調査研究に関する文献シート 

No. 393 
⑧-162 

生物 
タイトル 

有明海のプランクトンおよびベントス（底生生

物）のカドミウム含量 

著者 榎本則行(佐賀大学農学部) 

キーワード プランクトン,ベントス,カドミウム 

出典 
佐賀大学農学部彙報 

NO.37,pp.127-134 
発行年 1974 

＜目的＞ 

 昭和 47年 6月および 9月に、有明海の特定 5地点でプラン

クトンを、21地点でベントスを採取して、それらのカドミウ

ム含量を測定した。 

＜結果＞ 

・プランクト ンのカドミウム含量は、乾物当り 0.33～2.38ppm

で、前年度の値よりも低かったが、地点別に比較すると大牟

田川河口沖合の値が最も高かった（Table1.）。 

・動物プラン クトンのカドミウム含量は植物プランクトンよ

りも高い傾向がみられた。 

・ 6月の Station11のイタボガキに乾物当り 100ppmを超える異

常に高いカドミウム含量が測定されたが、9月の測定結果では 5.43ppmに低下していた（Table2.、

3.）。 

・ベントス のカドミウム含量と棲息土のカドミウム含量との間には、相関関係は認められなかった。 

・ベントスの 食性とカドミウム含量との関係から、海産生物のカドミウム蓄積には食物連鎖が関与

している可能性がかなり大きいと推定した。 
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有明海及び八代海に係る大学等による調査研究に関する文献シート 

No. 441 
⑧-226 

残留性有機化合物
タイトル 

マルチコンパートメントモデルによる有明海に

おける有機スズ汚染の実態予測 

著者 
平松和昭,大嶋雄治,四ケ所四男美,森健(九州大学大学院農学研究院),井上英(九州大学大

学院生物資源環境科学府) 

キーワード 
有機スズ化合物,環境ホルモン,マルチコンパートメントモデル,非定常平衡,数値シミュレーシ

ョン,環境運命,予測 

出典 
応用水文 

NO.13,pp.11-20 
発行年 2000 

＜目的＞ 

 有明海北部を対象に、有機スズ（TBT）の環

境動態と数十年の挙動を数値シミュレーション

によって検討した。 

＜結果＞ 

・船底などか らの paint chips等の剥離によって吸

着態として供給される TBTは、計算上ではゼロ

で、船底等からの溶出で溶存態として供給され

る TBTが有明海の TBT汚染の主因との結論とな

った。（Fig.3）。 

・ TBTの有明海への進入量に対する比をみると、表層ミクロ層、水、浮泥層、底質の各コンパート

メントでの分解量は、それぞれ 7.5％、80.0％、2.9％、1.6％で、系外への流出は 8.0％となった

（Fig.5）。 

・計 41年間のシナリオに基づいた計算結果から、底質コンパートメントで濃度の低下に若干の期間

を要するが、全体としては、数年でほぼ濃度はゼロに近くなる（Fig.7）。 
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有明海及び八代海に係る大学等による調査研究に関する文献シート 

No. 442 
⑧-227 

残留性有機化合物 
タイトル 

有明海における有機スズ化合物の環境動態

の数値実験 

著者 
平松和昭,四ケ所四男美,森健(九州大学大学院農学研究院),井上英(九州大学大学院生物

資源環境科学府) 

キーワード TBT,有機スズ,負荷量,環境動態 

出典 
九州大学農学部学芸雑誌 

VOL.55,NO.1,pp.27-42 
発行年 2000 

＜目的＞ 

 有機スズ（TBT）を取り上げ、有明海北部海域を対象に環境動態モデル（図１、図２）を構築し、

これを用いた数値実験によって、実測された TBT濃度から TBT負荷量を逆推定した。次に、得られ

た逆推定結果を基に TBT の環境動態を明らかにし、さらに想定シナリオに基づく将来予測を行った。 

＜結果＞ 

・ TBT負荷量の逆推定を行った結果、計算上は、船底などからの paint chips等の剥離によって吸着態

として供給される TBTはゼロで、船底等からの溶出で溶存態として供給される TBTが有明海の TBT

汚染の主因との結論になった。 

・ TBT 進入量に対する比をみると、各コンパートメントでの分解量は、表層ミクロ層、水、浮泥層、

底質の各コンパートメントでそれぞれ 7.5％、80.0％、2.9％、1.6％で、系外への流出は 8.0％となっ

た（図 8）。 

・有明海北部 海域の TBT自浄能力を評価した結果、底質コンパートメントで濃度の低下に若干の期

間を要するが、全体としては、数年でほぼ濃度はゼロに近くなる（図 11）。 
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有明海及び八代海に係る大学等による調査研究に関する文献シート 

No. 443 
⑧-229 

総論 
タイトル 諫早干拓と「有明海異変」 

著者 東幹夫（長崎大学教育学部） 

キーワード 調整池、富栄養化、浄化機能喪失、底生動物相、赤潮、潮流変化 

出典 
第 9回世界湖沼会議 

pp.13-16 
発行年 2001 

＜目的＞ 

 調整池において 1997年 3月から 2001年 3月まで、1mm以上のマクロファウナを対象に経年変化

を調べた。また、諌早湾口周辺から有明海奥部までの 36～50定点において採泥を行い、有明海異変

と諌早干拓との関係について考察した。 

＜結果＞ 

・調整池では 潮止め後約 4ヶ月で海生

ベントスは全滅し、潮止め前 15種を

記録したヨコエビ類はタイリクドロク

ダムシ 1種となったあと、1年半後に

はごく少数の淡水性種に置き換わった。

潮止め 40日後に出現した汽水性二枚

貝ヒラタヌマコダキガイだけが 1年後

に高密度を示した後、激減し、その後

は極低密度のヤマトシジミに置換した

（図１）。 

・潮止めか ら 1年 3ヶ月後の 98年 7月

に諌早湾口周辺でラフィド藻赤潮

Shattonella antiquaの大発生による天然

魚の未曾有の大量斃死とその後のアサ

リ漁場への甚大な漁業被害が起こって

おり、干拓工事着工後についてみると、

タイラギなどの貝類漁獲量の激減と赤

潮発生件数の増加が著しい（図 2）。 
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